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カーボンナノチューブおよびカーボンナノチューブ複

合材の表面、断面の観察 

１．概要（Summary） 

 

高分解能電界放出型走査電子顕微鏡（FE-SEM）によ

る観察 

２．実験（Experimental） 

 

カーボンナノチューブと酸化チタン複合材の観察 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

(1)カーボンナノチューブと各種酸化チタンを組み合わ

せて複合膜を作製し、その表面、断面の観察を行った。

原料酸化チタンを変更すると、成膜状態が変化することが

確認できた。 

 
(a) TiO2-1/MWNT1. 

 
(b) TiO2-2/MWNT1. 

 

(c) TiO2-3/MWNT1. 

Fig.1 SEM images of compared films of (a), (b) and 
(c). 

(2)カーボンナノチューブと酸化チタンの複合膜の作製

過程に於ける細孔の状態を観察した。作製時間を長くす

ると、複合膜が徐々に細孔を成形していくことが確認でき

た。 

 
(d) TiO2/MWNT at first. 

 
(e) TiO2/MWNT at the end. 
Fig.2 SEM images of compared films of (d) and (e). 
 

なし。 
４．その他・特記事項（Others） 

シーエムシー出版発行『太陽熱発電の最新動向』に「カー

ボンナノチューブと酸化チタンの複合による太陽光吸収率

98％の集熱板と高温対応型集熱板の開発」執筆

（P185-P191） 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 
６．関連特許（Patent） 


